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（午前１１時２８分 開会・開議）

〇臨時委員長（川下八十美） ただいまから決算審査特別委員会を開会いたし

ます。

ただいまの出席委員は20人で定足数に達しております。

これから委員長の互選を行います。

。 、 、お諮りいたします 互選の方法については 指名推選により行うこととし

私から指名したいと思います。

ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇臨時委員長（川下八十美） ご異議なしと認めます。よって、互選の方法に

ついては指名推選とし、私から指名することに決定いたしました。

野呂泰喜委員を委員長に指名したいと思います。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇臨時委員長（川下八十美） ご異議なしと認めます。よって、野呂泰喜委員

が委員長に当選されました。

ただいま当選されました野呂泰喜委員からご挨拶をお願いいたします。

〇委員（野呂泰喜） ただいま指名をいただきました野呂でございます。

経験は、余り豊富ではないのですけれども、委員長という形でこのたび特

別委員会を進めさせていただきたいと思っております。

先ほど一般会計の中で、平成27年度の監査のほうから４億6,700万円の実

質収支黒字ということでございました。そのペースでいきますと、平成27年

度単年度でいきますと２億円の単年度黒字ということでございます。やはり

赤字と黒字でいきますと、黒字のほうがよろしいのは、これはもう明々白々

でございます。ただ、先日私どもに渡されました５カ年計画を見ていきます

、 。と 平成29年度からは厳しい財政運営を強いられるという状況でございます

私の、また議員の考え方といたしますれば、予算と決算は密接不可分の関係

でございます。どうか皆様方、このたびの平成27年度決算、これを踏まえま

して、来る厳しい財政をどのように乗り切っていくかを参考にして、次回の

、 、予算 議会費も含めまして考えていく要素は十分にあろうかと思いますので

ひとつよろしくお願い申し上げまして、委員長の挨拶といたします。

〇臨時委員長（川下八十美） ここで委員長と交代いたしたいと思います。委

員長、委員長席のほうへ、どうぞ。

（臨時委員長、委員長と交替）

〇委員長（野呂泰喜） これから副委員長の互選を行います。
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。 、 、お諮りいたします 互選の方法については 指名推選により行うこととし

委員長から指名をしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（野呂泰喜） ご異議なしと認めます。よって、互選の方法について

は指名推選とし、委員長から指名することに決定いたしました。

副委員長には原田敏匡委員を指名いたします。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（野呂泰喜） ご異議なしと認めます。よって、原田敏匡委員が副委

員長に当選されました。

ただいま副委員長に当選されました原田敏匡委員からご挨拶をお願いいた

します。

〇委員（原田敏匡） ただいま決算審査特別委員会の副委員長に選任されまし

た原田敏匡でございます。

単年度収支では黒字という明るい報告がある一方、中長期的視野で考えま

すと、まだまだ、まだまだ厳しい財政状況が続きます。委員皆様のご審議に

より、歳入歳出のより一層の適正化、そして効率化の一助となるよう野呂委

員長を補佐し、当委員会が円滑に進むよう努めてまいりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

〇委員長（野呂泰喜） 次に、本特別委員会の傍聴及び写真撮影の件でありま

すが、本特別委員会は一般の傍聴を認めるとともに、むつ市政記者会及び政

策推進課広報室職員に写真撮影を許可したいと思いますが、いかがでしょう

か。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（野呂泰喜） ご異議なしと認めます。それでは、そのようにさせて

いただきます。

お諮りいたします。本日の決算審査特別委員会は、これで散会したいと思

います。これにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（野呂泰喜） ご異議なしと認めます。よって、本日はこれで散会い

たします。

（午前１１時３７分 散会）
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